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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凸状の多数の突起の中に閉鎖空気を有した気泡を有する軟質シートからなる突起付きシ
ートが、コンクリート板からなる外装材の室内側表面に、突起を有する側を外装材側に向
けてタッカーまたはビスによって留められて、外装材の室内側表面に該外装材に含まれる
水分の放出経路となる空気層が確保され、この突起付きシートの上にウレタン系断熱材が
吹き付けられて発泡硬化させられてなることを特徴とする壁構造。
【請求項２】
　凸状の多数の突起の中に閉鎖空気を有した気泡を有する軟質シートからなる突起付きシ
ートを、コンクリート板からなる外装材の室内側表面に、突起を有する側を外装材側に向
けてタッカーまたはビスによって留め、外装材の室内側表面に該外装材に含まれる水分の
放出経路となる空気層を確保し、この突起付きシートの上にウレタン系断熱材を吹き付け
て発泡硬化させることを特徴とする壁構造の構築方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は壁構造に関し、特にＡＬＣ板などの初期水分を含む外装材からなる壁構造に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
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一般に、建物の壁や屋根などの外装材としてＡＬＣ板やＰＣ板が広く使用されている。ま
た例えば、図３（ａ）に図示するように、外壁などの外装材として取り付けられたＡＬＣ
板１０の上にウレタン等の吹き付け系の断熱材、またはセメント系吹付タイル等の仕上げ
材１１を直接施工することも、ごく普通に行われている。
【０００３】
ところで、ＡＬＣ板などのように工場生産されるコンクリート製品は、製造過程で充分に
乾燥養生されるが、それでも相当量の初期水分を含み、壁などの外装材として取り付けら
れた後も長期にわたって表面から水分を放出することにより自然乾燥し続けることが知ら
れている。
【０００４】
このため、壁などの外装材として取り付けられたＡＬＣ板１０の上に吹き付け系の断熱材
や仕上げ材１１を直に施工すると、ＡＬＣ板１０に含む水分の放出経路が断熱材や仕上げ
材１１で絶たれてしまうため、長期にわたって湿潤な状態が続いて断熱性能を著しく低下
させたり、結露が発生して施工に支障をきたす等の課題があった。また、湿潤な状態は周
辺部位の耐久性の低下を招くという課題もあった。
【０００５】
また、ＡＬＣ板１０の含水状況によって断熱材や仕上げ材１１の付着強度や発泡作用が不
安定になり、品質の確保が困難であった。さらに、解体後の廃棄方法ついては、これまで
特に考えられていなかったため、ＡＬＣ板１０と断熱材や仕上げ材１１との分離ができず
、ＡＬＣ板１０の再利用が略不可能であった。
【０００６】
これらの課題を解決する方法として、例えば図３（ｂ）に図示するようにＡＬＣ板１０の
上に断熱材や仕上げ材１１を合板などの面材１２を介して施工し、かつＡＬＣ板１０と面
材１２との間に複数の桟部材１３を所定間隔おきに取り付けることで、ＡＬＣ板１０と断
熱材または仕上げ材１１との間に水分の放出経路１４を設ける等の措置がとられている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このような方法では、桟部材１２の取り付け等に多くの手間とコストがかかり、
また壁厚も相当嵩み、さらに地震時の躯体の変位に対して壁体がロッキング追従する、い
わゆるロツキング構造の壁では桟部材１３により壁体が拘束され地震時に被害を被ること
がある等の課題があった。
【０００８】
この発明は、以上の課題を解決するためになされたもので、ＡＬＣ板などから外装材の初
期含水を確実に処理でき、また解体時に断熱材と外装材と面材とを容易に分解できるよう
にし、外装材の再利用を可能にした壁構造を提供することを課題とする。
【０００９】
特に、吹付け系の発泡断熱材を用いた外壁体において、長期にわたり断熱性能を劣化させ
ないこと、施工性がよいこと、解体性がよいことを兼ね備えた壁構造を提供することを課
題とする。
【００１０】
　以上の課題を解決するための手段として、請求項１記載の壁構造は、凸状の多数の突起
の中に閉鎖空気を有した気泡を有する軟質シートからなる突起付きシートを、コンクリー
ト板からなる外装材の室内側表面に、突起を有する側を外装材側に向けてタッカーまたは
ビスによって留め、外装材の室内側表面に該外装材に含まれる水分の放出経路となる空気
層を確保し、この突起付きシートの上にウレタン系断熱材を吹き付けて発泡硬化させるこ
とを特徴とする。
【００１１】
　請求項２記載の発明は、上記壁構造の構築方法に関し、該構築方法は、凸状の多数の突
起の中に閉鎖空気を有した気泡を有する軟質シートからなる突起付きシートを、コンクリ
ート板からなる外装材の室内側表面に、突起を有する側を外装材側に向けてタッカーまた
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はビスによって留め、外装材の室内側表面に該外装材に含まれる水分の放出経路となる空
気層を確保し、この突起付きシートの上にウレタン系断熱材を吹き付けて発泡硬化させる
ことを特徴とする。
【００１２】
　突起付きシートは、軟質の薄い平面シートと凸凹のあるシートを貼り合わせた構造であ
ることが好ましい。例としては、通常梱包時に用いられる緩衝材（オレフィン系樹脂製）
が挙げられる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図１，２は、この発明の一例を示し、図おいて、外壁材として取り付けられたＡＬＣ板１
の上に突起付きシート２が取り付けられ、この突起付きシート２の上に断熱材または仕上
げ材３が吹き付けによって施工されている。
【００１４】
突起付きシート２は片面側に多数の突起２ａを所定間隔おきに有して形成され、かつ突起
２ａを有する側をＡＬＣ板側に向けてＡＬＣ板１の上にホチキスや接着材などによって取
り付けられている。そして、この突起付きシート２の上に断熱材または仕上げ材３が吹き
付けによって施工されている。
【００１５】
外壁３となるＡＬＣ板１にウレタン系吹付け系の断熱材を施工するとき、突起付きシート
２は軟質の薄い平面シートと凸凹シートを貼り合わせたものを、突起２ａをＡＬＣ板１側
にしてＡＬＣ板１にタッカーで取り付けた後、断熱材吹付けを行なう。所定時間後、断熱
材は発泡が完了し硬化し、断熱性能を発揮する状態になる。
【００１６】
この貼り合わせたシートは気泡を有し、すなわち突起２ａ（凸の部分）に閉鎖空気を有す
ることで、外壁板に容易にタッカー等で固定できる。このとき、気泡の一部がつぶれても
その周辺の気泡により、所定の空気層４の厚さ（間隙幅）が保持できる。
【００１７】
また、ＡＬＣ板１に他の部材、例えば内装材下地を固定するための金具などを取り付ける
とき、この気泡を有する突起シートを取り付けた後、この上からビス等で固定できる。
このとき、上記のように気泡がつぶれるが、本目的を阻害することがないばかりか、この
後に断熱材吹付けが隅々までに可能になるので断熱性能も上げることができる。
【００１８】
なお、突起２ａの形状としては、例えば円形または矩形の柱状、あるいは半球状などの形
状が考えられるが、要するにＡＬＣ板１と断熱材または仕上げ材３との間に後述する空気
層４が必要な間隙幅に形成できるような形状であればよい。
こうして、断熱材または仕上げ材３がＡＬＣ板１の上に突起付きシート２を介して施工さ
れていることで、ＡＬＣ板１と断熱材または仕上げ材３との間に空気層４が形成され、こ
の空気層４がＡＬＣ板１から放出される水分の放出径路になっている。
【００１９】
なお、突起付きシート２はロール状に巻き込めるように形成されていてもよく、またパネ
ル状に形成されていてもよい。さらに、空気層４は突起２ａの高さを適当に変えることに
より必要な間隙幅に形成されている。
また、図ではＡＬＣ板などの既成コンクリート板からなる壁体の構造について説明したが
、通常の現場打ちコンクリートによる壁体にも適用できることはいうまでもない。
【００２０】
いずれの例においても、解体の際は、断熱材または仕上げ材３は突起付きシート２ととも
に簡単に剥がすことができるため、特にＡＬＣ板やＰＣ板が外装材として使用されている
ときは、ＡＬＣ板やＰＣ板は再利用することができ、例えば突起付きシート２がポリエチ
レン系のシートの場合、吹き付け系断熱材との付着強度は比較的小さく、断熱材とシート
とも容易に剥がしやすい。
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【００２１】
【発明の効果】
この発明は以上説明した通りであり、初期水分を含む外装材からなる壁体に突起付きシー
トを介して断熱材（仕上げ材）が取り付けられていることで、外装材と断熱材（仕上げ材
）との間に所定幅の空気層が形成されているので、外装材の上に断熱材が施工されていて
も外装材の初期含水は、空気層から放出される。
【００２２】
したがって、外装材に含む水分の放出経路が断熱材で絶たれて、長期にわたって湿潤な状
態が続いて断熱性能を著しく低下させたり、結露が発生して断熱材やその上に施工される
仕上げに支障をきたす等の課題は解消される。
また、断熱材や仕上げ材の付着強度や発泡作用が不安定になるようなこともなく、高品質
を確保することができる。
【００２３】
さらに、断熱材は突起付きシートとともに簡単に剥がすことができるため、外装材として
ＡＬＣ板などの既成コンクリート板が使用されている場合、外装材は撤去した後、再利用
することができる。
特に、外壁体と気泡突起を有する軟質シートと吹付け断熱材を組み合わせた場合、施工性
、解体性に優れ、コストも下がり、施工品質も確保でき、かつ長期にわたり断熱性能を維
持できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る壁構造の一例を示し、（ａ）はその一部縦断面図、（ｂ）はその
一部縦分解断面図である。
【図２】突起付きシートの一部斜視図である。
【図３】従来の壁構造の一例を示す一部縦分解断面図である。
【符号の説明】
１　ＡＬＣ板（外装材）
２　突起付きシート
２ａ　突起
３　断熱材（断熱材または仕上げ材）
４　空気層
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